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靴
謙
｢料
理
の
奥
深
さ
に
感
動
｣

州
園
九
学

ホ
テ
ル
シ
ェ
フ
招
き
講
習
会

佐
世
保
市
椎
木
町
の
九

州
文
化
学
園
高
(久
家
謙

二
校
長
)
で
30
日
、
同
市

一の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
(H

-T
B
)
内
の
ホ
テ
ル
シ
ェ

フ
を
招
い
て
の
料
理
講
習

会
が
開
か
れ
た
。

講
師
を
務
め
た
の
は
、

に
、上
柿
元
さ
ん
ら
が
肉
、

魚
料
理
各
1
皿
を
調
理
し

な
が
ら
、
料
理
に
必
要
な

心
構
え
や
基
本
動
作
に
つ

い
て
講
義
。
上
柿
元
さ
ん

は
｢料
理
人
は
夢
の
あ
る

職
業
。
や
る
気
と
、
自
然

の
恵
み
や
人
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
｣
と
説
-

い
た
。
ま
た
、
佐
々
木
さ

ん
も
｢食
材
や
生
産
者
な

ど
に
感
謝
し
、
無
駄
を
出
‐

さ
な
い
よ
う
に
う
ま
み
を

十
分
に
引
き
出
す
こ
と
を

心
掛
け
て
い
る
｣
と
話
し

た
。受
講
し
た
3
年
の
村
田

彩
さ
ん
(18
)は
｢料
理
の

奥
深
さ
に
触
れ
、
感
動
し

た
｣と
興
奮
気
味
だ
っ
た
。

H
T
B
ホ
テ
ル
ズ
調
理
顧

　　
　　
　　

問
の
上
柿
元
勝
さ
ん
(留
)

と
迎
賓
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン

｢エ
リ
タ
ー
ジ
ュ
｣
料
理

長
の
佐
々
木
康
二
さ
ん

(41
)。
佐
々
木
さ
ん
が
国

際
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
日

本
代
表
に
選
ば
れ
た
こ
と

な
ど
を
契
機
に
、
学
園
側

か
ら
要
望
し
た
。

調
理
実
習
室
に
集
ま
っ

た
食
物
調
理
科
の
1
5
3

年
生
約
1
3
0
人
を
前
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講
義
を
熱
心
に
聴
く
生
徒
た
ち


